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食
肉
加
工
場
と

卸
売
市
場
見
学 

 

食
環
境
学
科

　
理
工
学
部
の
坂
田
隆
教
授

と
食
環
境
学
科
の
１
、
２
年

次
生
29
人
が
２
月
４
日
、
宮

城
県
東
松
島
市
に
あ
る
石
巻

青
果
花
き
地
方
卸
売
市
場
と

㈱
オ
イ
タ
ミ
ー
ト
を
訪
れ

た
。

　
食
に
関
わ
る
企
業
や
生
産

現
場
な
ど
を
見
学
し
、
実
践

的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ

「
食
環
境
見
学
」
の
一
環
。

　
最
初
に
訪
れ
た
石
巻
青
果

花
き
地
方
卸
売
市
場
で
は
、

担
当
者
か
ら
卸
売
市
場
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
市
場
内
を
見
学
。

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
場
内
の
雰

ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の

元
社
員
有
志
が
立
ち
上
げ
た

「
家
族
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
の

会
」
が
連
携
し
、
親
子
を
対

象
に
し
た
「
家
族
ロ
ボ
ッ
ト

教
室
」
を
１
月
25
日
、
宮
城

県
東
松
島
市
大
曲
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
。

　
東
松
島
市

で

の

開

催

は
、
昨
年
度

に
続
き
２
回

目
と
な
る
。

　
今
回
の
教

室
に
は
市
内

の
小
学
３
〜

６
年
生
と
そ

の
家
族
28
組

が

参

加

し

た
。
参
加
者

は
自
立
型
ロ

ボ
ッ
ト
「
教

育
用
レ
ゴ
　

マ
イ
ン
ド
ス

ト
ー
ム
」
を

組
み
立
て
た

後
、
指
示
通

り
に
ロ
ボ
ッ

ト
を
動
か
す

経
営
・
工
藤
ゼ
ミ
が 

ロ
ボ
ッ
ト
教
室
開
催

　
本
学
が
取
り
組
む
高
大
産

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
、
経
営
学
部
の
工
藤

周
平
ゼ
ミ
と
富
士
通
コ
ン
ピ
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保
育
と
幼
少
教
育
全
般
に
つ

い
て
学
べ
る
人
間
教
育
学
科
。

座
学
に
加
え
て
実
技
の
授
業
も

充
実
し
て
お
り
、「
器
楽
演
習

（
応
用
）」
な
ど
が
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
４
年
間
で
、
保
育
・
教

育
現
場
で
の
実
践
力
を
高
め
る

機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
３

年
次
に
は
保
育
実
習
や
幼
稚
園

実
習
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、

初
め
て
の
現
場
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
反
省
点
ば
か
り
。

　
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び

の
中
で
、
そ
の
経
験
を
生
か

し
、
４
年
次
の
実
習
で
は
子
供

た
ち
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
習

先
の
先
生
方
に
も
褒
め
て
い
た

だ
き
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
習
を
通
じ
て
強
く
感
じ
た

の
は
、
現
場
で
は
教
養
と
保
育

両
方
の
知
識
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
。
就
職
活
動
時
に
は
、
そ

れ
ら
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
勉

強
会
を
新
福
悦
郎
教
授
に
開
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
親
身
に
な
っ
て
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
に
支

え
ら
れ
、「
幼
稚
園
教
諭
に
な

る
」
と
い
う
子
供
の
頃
か
ら
の

夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
宮
城
県
石
巻
北
高
、
内
定
先

は
な
ぶ
さ
幼
稚
園
）

　
高
校
時
代
か
ら
関
心
の
あ
っ

た
地
域
社
会
に
つ
い
て
学
び
た

い
と
人
間
文
化
学
科
に
進
学
。

幅
広
い
学
び
を
通
じ
て
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
必
ず
見
つ

け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
人
間
文
化

学
科
の
魅
力
で
す
。

　
卒
業
研
究
で
は
自
治
会
の
機

能
に
着
目
し
、
人
口
減
少
な
ど

の
課
題
を
抱
え
る
地
域
社
会
に

関
す
る
考
察
を
試
み
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
で
最
も
苦
労
し
た

の
は
面
接
対
策
。
３
年
次
に
参

加
し
た
就
職
合
宿
で
は
全
く
う

ま
く
い
か
ず
に
危
機
感
を
覚
え

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
進
路
支
援
室
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
、
面
接
練
習
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。
苦
労
し
た

分
、
内
定
を
も
ら
っ
た
際
は
大

き
な
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
入
学
当
初
は
人
見
知
り
で
内

向
的
な
性
格
で
し
た
が
、
学
科

で
の
学
び
や
就
活
で
の
経
験
を

経
て
行
動
力
が
身
に
つ
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
向

上
し
ま
し
た
。

　
内
定
先
の
日
本
郵
便
は
ま
さ

に
「
地
域
に
貢
献
で
き
る
企

業
」。
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
、
地
域
と
そ
こ
に
暮
ら

す
人
々
の
た
め
に
働
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
宮
城
県
岩
ケ
崎
高
、
内
定
先

日
本
郵
便
）

　卒業を間近に控えた人間学部の４

年次生２人に、大学生活や就職活動

を振り返ってもらった。
４年次生に聞く

人
間
文
化
学
科 

千
葉
美
沙
季
さ
ん

地
域
へ
の
貢
献
を
目
指
す

幼
少
期
か
ら
の
夢
を
実
現

    

人
間
教
育
学
科  

遠
藤 
楓
さ
ん

石
巻
高
で 

交
流
授
業 

 

交
換
留
学
生

　
中
国
の
温
州
大
学
か
ら
の

交
換
留
学
生
で
あ
る
婁ろ

う

開か
い

贇い
ん

さ
ん
と
祁き

鑫き
ん

鐸た
く

さ
ん
が
１
月

23
日
、
宮
城
県
石
巻
高
校
で

交
流
授
業
を
行
っ
た
。

　
２
人
は
写
真
や
映
像
を
交

え
な
が
ら
、
中
国
文
化
や
中

国
の
高
校
生
活
な
ど
を
英
語

で
紹
介
し
た
。

　
高
校
生
か
ら
は
「
話
を
聞

い
て
中
国
に
行
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
が
交
換
留
学
生
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
中
国
や

中
国
人
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
初
め

て
企
画
し
た
も
の
で
、
今
後

も
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

囲
気
を
体
感
し
た
。
質
疑
応

答
の
時
間
に
は
学
生
か
ら
多

く
の
質
問
が
挙
が
っ
た
。

　
午
後
は
、
主
に
豚
肉
の
加

工
を
手
掛
け
る
オ
イ
タ
ミ
ー

ト
を
訪
問
。
こ
こ
で
は
半
身

の
枝
肉
の
状
態
か
ら
袋
詰
め

さ
れ
る
ま
で
の
全
工
程
を
見

学
し
た
。

　
枝
肉
か
ら
骨
や
脂
肪
を
取

り
除
く
熟
練
の
包
丁
さ
ば
き

に
学
生
は
圧
倒
さ
れ
て
い

た
。
藤
本
凜
さ
ん
（
２
年
次

・
福
島
県
会
津
学
鳳
高
）
は

「
現
場
を
見
る
機
会
が
得
ら

れ
て
良
か
っ
た
」
と
初
め
て

の
体
験
を
語
っ
た
。

　
昨
年
も
「
食
環
境
見
学
」

に
参
加
し
た
加
藤
清
楓
さ
ん

（
２
年
次
・
岩
手
県
金
ケ
崎

高
）
は
「
前
回
の
魚
市
場
に

続
き
、
今
回
は
青
果
と
食
肉

加
工
の
現
場
を
実
際
に
見

て
、
知
見
が
広
が
っ
た
」
と

話
し
た
。

石巻青果花き地方卸売市場で説明を聞く学生

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し

た
。

　
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
走

行
レ
ー
ス
や
修
了
証
書
の
授

与
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
難

し
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ

た
」な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
工
藤
ゼ
ミ
か
ら
は
瀬
ケ
沼

翔
太
さ
ん
（
２
年
次
・
宮
城

県
古
川
黎
明
高
）
ら
が
ト
レ

ー
ナ
ー
と
し
て
参
加
。
前
回

に
続
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
の

指
導
に
あ
た
っ
た
安
田
凱
智

さ
ん
（
２
年
次
・
岩
手
県
福

岡
高
）
は
、「
イ
ベ
ン
ト
全

体
へ
の
目
配
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
自
身
の
成

長
を
実
感
で
き
る
一
日
と
な

っ
た
。
工
藤
ゼ
ミ
で
の
学
び

は
社
会
に
出
た
際
に
必
ず
役

立
つ
。
将
来
を
見
定
め
つ
つ

研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
目
標
を
語
っ
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
組
み
立
て
を

指
導
す
る
瀬
ケ
沼
さ
ん

　
構
想
中
の
情
報
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
で
は
、
学
生
一
人

一
人
の
将
来
を
踏
ま
え
た
学

習
計
画
を
作
成
し
、
情
報
シ

ス
テ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
習
す

る
。
併
せ
て
デ
ー
タ
の
活
用

方
法
な
ど
を
学
び
、
論
理
的

思
考
力
を
養
っ
て
い
く
。
今

後
到
来
す
る
超
ス
マ
ー
ト
社

会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
）

が
人
々
の
暮
ら
し
や
働
き
方

を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
、
知
識
の
習
得
に

と
ど
ま
ら
ず
、
デ
ー
タ
分
析

や
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

（
論
理
的
思
考
）
な
ど
を
取

り
入
れ
た
総
合
的
な
教
育
を

行
う
。

　
同
学
科
が
用
意
す
る
履
修

モ
デ
ル
は
２
種
類
。「
ビ
ジ

ネ
ス
デ
ー
タ
」
モ
デ
ル
で
は

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
す
る
た
め
の
方
法

に
つ
い
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
デ

ザ
イ
ン
」
モ
デ
ル
で
は
情
報

技
術
を
元
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
を
提
案
す
る
た
め
の
方
法

に
つ
い
て
学
ぶ
。
習
得
し
た

知
識
や
技
術
は
学
生
参
画
型

の
ゼ
ミ
を
通
じ
て
、
よ
り
実

践
的
な
形
に
磨
い
て
い
く
。

　
経
営
学
の
知
識
に
加
え
、

Ｉ
Ｔ
や
統
計
解
析
に
関
す
る

高
度
な
ス
キ
ル
を
駆
使
し
て

活
躍
で
き
る
創
造
的
な
人
材

の
育
成
を
目
指
す
。

　
１
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た

石
巻
圏
域
首
長
・
議
長
懇
談

会
の
中
で
尾
池
守
学
長
は
、

「
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
教
育
課
程
の
再
編
が
必

要
。
情
報
の
ど
こ
に
意
味
が

あ
る
の
か
見
い
だ
せ
る
学
生

を
育
て
た
い
」
と
述
べ
た
。

「経営の未来」学ぶ
　
昨
年
、
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
石
巻
専
修
大
学
は
、
次
の
10
年
を
見
据
え
た
改
革

の
第
一
歩
と
し
て
、
経
営
学
部
を
２
学
科
体
制
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
営
学
科
に

加
え
、
情
報
資
源
を
利
活
用
す
る
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
を
新
設
す
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
を
支
え
る
大
学
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
を
図
る
。
２
０
２
１
年
４
月
の

開
設
を
目
指
し
、
今
年
４
月
に
文
部
科
学
省
に
設
置
届
け
出
を
行
う
。

ブ
ラ
ン
ド
形
成
図
る

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
新
設
へ

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
新
設
へ

工
藤
周
平
准
教
授
（
左
か
ら
２
人
目
）
の
指
導
で

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ

日
時 : 

３
月
20
日（
金・祝
）10
時
30
分
開
式

会
場 : 

本
学
体
育
館

※
式
終
了
後
、「
卒
業
を
祝
う
会
」（
同
窓
会
・
育
友
会
共
催
、

14
時
〜
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
を
開
催
。

２
０
１
９
年
度
学
位
記
授
与
式


